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1.環境経営方針
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2.組織の概要 更新日：

（１） 名称及び代表者名

株式会社カネカサンスパイス

代表取締役社長　岡田　博之

（２） 所在地

本　    社 大阪府大阪市淀川区十三東1丁目10番17号

滋賀工場 滋賀県東近江市大林町697

茨城工場 茨城県結城市新堤仲通り5番14号

大阪支店 大阪府大阪市淀川区十三東1丁目10番17号

東京支社 東京都豊島区南大塚3丁目46番3号

名古屋支店 愛知県名古屋市中区丸の内3丁目13番1号

四国支店 愛媛県今治市南宝来町2丁目2-1

九州支店 福岡博多区博多区博多駅東2丁目5番19号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 楢原　浩二　 TEL：06-6306-2133

担当者 村川　健吾　 TEL：06-6306-0378

（４） 事業内容

業務用香辛料、業務用カレーパウダー、カレールゥ、業務用加工食品関連の製造・販売・研究開発

（５） 事業の規模

製品出荷額 18,805百万円（2021年度実績　委託加工先含む）

主要製品生産量 15,134トン　（2021年度実績）

従業員　　　　　 名 名 名 名 名

延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

名 名 名 名

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 # 日

3.認証・登録の対象組織・活動

（1） 認証・登録範囲（2009年認証取得）

登録組織名： 株式会社カネカサンスパイス

対象事業所：

活動：

東京支社 名古屋支店 四国支店 九州支店

43 5 5

603 79 129

業務用香辛料、業務用カレーパウダー、カレールゥ、業務用加工食品関
連の製造・販売・研究開発

5

69

全拠点

大阪支店

（名）

（㎡）

7

187

292 52 91 84

合計 本　    社 滋賀工場 茨城工場

16,281 945 8,015 6,254

2022/6/31

取締役生産部長　

生産部生産技術G
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4.環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

　　　茨城工場　　　　　　　　　　　滋賀工場 　本社（支店含）

2022年6月30日

※環境管理者

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の

実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

滋賀工場長
（工場管理責任者）
（統括環境管理者）

環境管理者（工場事務

環境安全

衛生委員

会

社 長
（代表者）

生産部 環境・安全

（EA21 推進担当）

各部署長
（環境管理担当者）

取締役生産部長      
製造部門

（環境管理責任者）

管

理

部

製

造

ニ

課

製

造

一

課

部門長会議

品
質
保
証
グ
ル
ー
プ

四

国

支

店

茨城工場長
（工場管理責任者）
（統括環境管理者）

環境管理者（工場事務

環境安全

衛生委員

会

管

理

課

部署長（部署責任者）

（環境管理担当者）

製

造

ニ

課

製

造

一

課

本社部門 ：管理部長

（統括環境管理者）

内部監査チーム

資

材

部

生
産
技
術
グ
ル
ー
プ

生 

産 

管 

理 

課

業
務
グ
ル
ー
プ

大

阪

支

店

東

京

支

社

研
究
開
発
部

営

業

部

名 

古 

屋 

支 

店

※代表者

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直

※EA 推進担当

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版

管理

※環境管理責任者

環境に関する実行責任者

※内部監査チーム

海

外

部

環境管理者（本社・支店事務局）
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課

部署長（部署責任者）

（環境管理担当者）
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5.主な環境負荷の実績(全社)

kg-CO2/kWh

6.（1）環境経営目標及びその実績（全社)
評価基準(達成:〇・未達成：×）

×

×

×

○

×

○

〇

×

自主目標 98.0% 98.0% 95.3% 98.0% 98.0%

3）その他の産業廃棄
物の削減及びリサイク
ル

㎏/年 213,004 235,419 210,853

5,517

98.0%

5,460

97.0%

㎥/年 43,037 42,607 40,436 42,176 41,746

3,564

98% 97%
4）一般廃棄物の削減

kg 3,637 3,601

kg 5,629 5,573 5,758

基準年度比 99.0% 102.3%

3,429

6）化学物質の使用量
の管理

基準年度比 99% 94.3%

97.0%基準年度比 99.0% 94.1%

208,701

3.27

2024年

（目標） （目標）

97%

（基準値) （目標） （実績）

㎏-CO2/年 2,274,966 2,252,216 2,298,022 2,229,466 2,206,717

基準年度比 99% 101.1%

kg

kg

98%

㎏-CO2/ｔ 180.0 178.2 181.9 176.4 174.6

50,712 55,732 54,431

2021年 2022年 2023年　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

評
価

㎥

1）電力及び化石燃料
の削減

0.334※1 0.334※1

総排水量

3,930 2,390 10,860

0 0

％ 98.2% 99.0% 95.3%

0

4,027 3,637 3,429

203,534 215,156 235,419

0 0 0

0 0 0

0 0 0

213,730 227,210 219,320

217,660 229,600 230,180

2020年 2021年

2,108,077 2,274,966

12,234 12,639

2022年

12,634

2,298,022

単位項　目

製品生産量

二酸化炭素総排出量※ kg-CO2

㌧

(上水のみ原単位管
理）

5）水道水の削減 ㎥/ｔ 3.40 3.37 3.20 3.33

229,600 227,304 230,180 225,008

食リ法目標 95%維持向上 95%維持向上 -2.8% 95%維持向上

kg/ｔ 17.1 16.9 18.6 16.8

98.0%

㎏/年

食品廃棄物の発生抑
制・再生利用率の向
上

17.7kg/ｔ 18.2 18.0 18.2 17.8

基準年度比 99.0% 100.1% 98% 97%

222,712

17

95%維持向上

98% 97%

3,528

基準年度比 99% 109.0%

215,156

2）食品廃棄物の削減
及びリサイクル

関電
値 0.299

東電値 0.457

※1　2021年以前は関西電力CO2排出係数(0.334)を引用

※2　2022年は関西電力CO2排出係数(0.299)、茨城工場のみ東電CO2排出係数(0.457)を引用

　発生抑制量

　再生利用量

　熱回収量

　減量量

　再生利用以外の量

　廃棄物処理量

食品再資源化実施率

食
品
廃
棄
物

廃棄物
排出量

　発生量

　一般廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量

2022年度環境経営レポート

6



6.（2）環境経営目標及びその実績（滋賀)
評価基準(達成:〇・未達成：×）

〇

○

×

×

×

〇

×

×

○

○

×

※　目標管理のCO2排出係数は、関西電力2021年度の排出係数0.299kg-CO2で管理しました。

6.（3）環境経営目標及びその実績（茨城)
評価基準(達成:〇・未達成：×）

×

×

○

○

×

×

×

×

×

○

○

×

×

※　目標管理のCO2排出係数は、東京電力2021年度の排出係数0.457kg-CO2で管理しました。

80,257 89,294 79,447 78,636

5）水道水の削減 ㎥/ｔ 1.46 1.45 1.42 1.43

7,273 7,078 7,199 7,126

6）化学物質の使用量
の管理

kg 3,257 3,224 3,242 3,192 3,159

基準年度比 99.0% 99.5% 98.0% 97.0%

(上水のみ原単位管理） ㎥/年 7,346

1.42

基準年度比 99.0% 97.4% 98.0% 97.0%

81,068

16.0 18.0 15.8 16

基準年度比 99% 111.4% 98% 97%

98.0% 88.0% 98.0% 98.0%

食リ法目標 95%維持向上 95%維持向上 - 95%維持向上 95%維持向上

693,296

2）食品廃棄物の削減
及びリサイクル

kg/ｔ 15.9 15.7 14.4 15.6 15.4

基準年度比 99% 90.3% 98% 97%

㎏/年 147,320 145,847 156,480 144,374 142,900

2024年

（基準値) （目標） （実績） （目標） （目標）

1）電力及び化石燃料
の削減

kg/ｔ 142.2 140.8 168.8 139.4 138.0

基準年度比 99% 118.7% 98% 97%

㎏-CO2/年 714,738 707,591 839,000 700,444

98.0% 98.0%

95%維持向上 - 95%維持向上 95%維持向上

17.53 19.0 17.4 17

98.0% 100.0%

1,362,090

2）食品廃棄物の削減
及びリサイクル

kg/ｔ 19.3 19.2 20.4 19.0 18.8

基準年度比 98% 97%

㎏/年 147,320 145,847 156,480 144,374 142,900

1,376,132㎏-CO2/年 1,404,217 1,390,175 1,319,430

98% 97%

133,472 145,720 132,124 130,775

(上水のみ原単位管理） ㎥/年 35,691 35,334 33,358 34,977 34,620

5）水道水の削減 ㎥/ｔ 4.69 4.64 4.35 4.59 4.55

基準年度比 92.9% 98.0% 97.0%

6）化学物質の使用量
の管理

kg 2,147

2021年

食品廃棄物の発生抑
制・再生利用率の向
上

自主目標 98.0%

3）その他の産業廃棄
物の削減及びリサイク
ル

kg/ｔ 16.1

㎏/年

2,126 2,254 2,104 2,083

基準年度比 99.0% 105.0% 98.0% 97.0%

2022年 2023年　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

99.0%

基準年度比 99%

99% 105.5%

1）電力及び化石燃料
の削減

kg/ｔ 184.4

食リ法目標 95%維持向上

食品廃棄物の発生抑
制・再生利用率の向
上

自主目標 98.0%

3）その他の産業廃棄
物の削減及びリサイク
ル

kg/ｔ 17.7

㎏/年 134,820

107.4%

2024年

（目標）

178.9

基準年度比 99% 93.4% 98% 97%

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年 2022年 2023年

（基準値) （目標） （実績） （目標）

180.7182.6 172.2

評
価

評
価

2022年度環境経営レポート
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6.（4）環境経営目標及びその実績（本社・支店含)
評価基準(達成:〇・未達成：×）

○

○

○

○

×

〇

×

※　目標管理のCO2排出係数は、以下の電力会社の2021年度の排出係数で管理しました。

1）電力及び化石燃料
の削減

㎏-CO2/年 156,011

3）その他の産業廃棄
物の削減及びリサイク
ル

154,450 139,592 152,890

2）食品廃棄物の削減
及びリサイクル

99.0% 94.3% 98.0%

基準年度比

基準年度比

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年 2022年 2023年 2024年

（基準値) （目標） （実績） （目標） （目標）

評
価

㎏/年 758 750 785 743 735

㎏/年 2,390 2,366 2,320 2,342 2,318

基準年度比 99% 97.1% 98%

98.0%

食リ法目標 95%維持向上 95%維持向上 - 95%維持向上 95%維持向上

151,330

基準年度比 99% 89.5% 98% 97%

218.3

99.0% 114.4% 98.0% 97.0%

　東京支社、北関東営業所　⇒　0.457kg-CO2

　名古屋支店　⇒　0.449kg-CO2

　四国支店　 　⇒　0.484kg-CO2

　九州支店 　　⇒　0.296kg-CO2

　大阪本社　　⇒　0.299kg-CO2

6）化学物質の使用量
の管理

kg/年 225.0 222.8 257.3 220.5

99% 103.6% 98% 97%

基準年度比

4）一般廃棄物の削減 ㎏/年 3,637

97.0%

3,601 3,429 3,564 3,528

97%

食品廃棄物の発生抑
制・再生利用率の向
上

自主目標 98.0% 98.0% 0.0% 98.0%

2022年度環境経営レポート
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7.取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

1）電力及び化石燃料の削減

2021年

2022年

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

空調温度の適正化

生産機器のメンテ強化

生産工程の効率生産の追及

蛍光灯等省エネ更新

不要な電灯消灯・ＰＣエコモード

クールビズの実施

原単位目標

更新設備省エネへ更新

○

○

158 165

201 184

4月 5月 6月 7月 8月

154 172

不適合品発生低減による原単位向上

○

188163

営業のエコドライブの推進 ○

170 164 192

176

159184173 202 211

168 189 214 217 218 170 162

○

○

△

○

△

3月9月 10月 11月 12月 1月 2月

生産量対前年5ｔ減（8.0％）で、CO2排出原単位目標未達
（2.1％）となった。
茨城工場新規設備の稼働により、蒸気ボイラーの燃料である
灯油使用量増加、滋賀工場ボイラー老朽化によるLPG使用
量増が、未達の要因となった。次年度は速やかに老朽化機
器の更新、空調機器の制御コントロール、省エネ機器の有効
な導入を図り、CO2排出量及び原単位目標達成に取り組
む。

目標に対して未達

○

○

目標比較：◎大幅達成(-20%以上)○達成(0～-19%以上）△未達(0～19%）×大幅未達(20％以上）

歩留り向上による原単位向上

0

50

100

150

200

250

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月

1

月

2

月

3

月

電力及び化石燃料の原単位推移（㎏-Co2/ｔ）
2021年 2022年

2022年度目標：178.2㎏-Co2/ｔ

2022年度環境経営レポート
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4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0

1
1

1
2

1
月

2
月

3
月

食品廃棄物原単位 2021年 # # # # # # # # # # # #

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0

1
1

1
2

1
月

2
月

3
月

2022年 # # # # # # # # # # # #

2021年 # # # # # # # # # # # #

2022年 # # # # # # # # # # # #

原単位目標に対して10.1%増となり未達。各事業所毎では、滋賀工
場11t増（+8.1％）、原単位10%悪化、茨城工場7.4t増（+9.1％）、原
単位７％悪化、本社・支店27㎏増（+3.6％）と各事業所共に悪化し
ている、また、リサイクル率も自主目標は維持したものの対前年-
２.1％となった。　要因としては、滋賀工場では、原料包材・中間品
包材にて廃プラ発生量が増え、茨城工場では、リサイクル先からの
再生拒否などにより、焼却対象となるなどで、次年度は、早急に包
材の削減有価物への移行も探索しながら維持管理を行う。

発生量対前年０．３％増、原単位は昨年同等も目標に対し1.1%未達。各
事業所毎では、滋賀工場９．２ｔ増（+６．２％）、茨城工場８．５ｔ減（-
10.7％）本社・支店70㎏削減（-2.9％）と、滋賀工場にて、原料由来、工
程異常による不適合、賞味期限切れ品の廃棄が発生した。また、リサイク
ル率は3.7%悪化し、茨城工場での小詰品、廃液汚泥の再生が困難と
なった事に起因する。次年度は不適合の再発防止に注力し取り組む。

目標に対して未達

目標に対して未達

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

○

○

○

○

廃棄物発生箇所の明確化 ○

○

○

△

達成状況

原単位目標

分別の徹底

不適合・賞味期限切れ品の削減

製品歩留り向上

ﾘｻｲｸﾙの維持管理

△

分別の徹底

有価物の維持･移行推奨

廃棄物発生箇所の明確化

リサイクルの維持管理

原単位目標

3）その他の産業廃棄物の削減及びリサイクル

○

△

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2）食品廃棄物の削減及びリサイクル
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2
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○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

受注発注ペーパーレス化が着実に成果が出ている。
各支店や工場にも展開しており、さらに社内承認の仕組みに
もペーパレス化を図り、廃棄物発生量を削減させる。

両面コピー ○

節水機器・備品の導入 ○

原単位目標 ○

対前年上水使用量2,601㎥減、原単位5.9％減。まとめ生産
による洗浄水の削減取組み、コロナ終息によりベトナム工場
が安定稼働に復旧し、応援生産の必要が無くなった事によ
る。今後も小ロット品のまとめ生産化を推進し、さらなる削減
に取り組む

○ 目標達成

4）一般廃棄物の削減

5）水道水の削減

○

地下水の利用 ○

目標達成

漏水・流水監視

会議等のﾍﾟｰﾊﾟ-ﾚｽ ○

裏面再利用

受発注システム導入によるﾍﾟ-ﾊﾟｰﾚｽ

原単位目標

○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

洗浄方法・回数の見直し削減

○
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6）化学物質の使用量の管理
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●

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

半期ごとに数量の把握

適切な保管・廃棄処理

作業者への取り扱い教育

ＰＲＴＲ対象物質大気放出報告（県）

●

化学物質使用量は前年より2.3%増加しており、生産量増加
に伴う蒸気ボイラー燃料の灯油使用量が増えた事が要因で
ある。
次年度は蒸気ロスの削減に取組みし、灯油使用量を把握し
ながら、PRTR対象物質大気放出報告をきちんと行いながら
管理状態を維持する。

●

●
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適用法令等の順守状況
滋
賀

茨
城

  食品廃棄物の発生抑制及び再生利用等実施率の向上 ○ ○

  産業廃棄物（動植物残渣・脱水汚泥・廃プラ等）、一般廃棄物 ○ ○

  排水処理装置及び排水処理基準の順守 ○ ○

  エチルアルコール、灯油 ○ ○

  送風機・空気圧縮機 ○ ○

　圧縮機 ○ -

  小型ボイラー（ばい煙発生装置等） ○ ○

　原油換算量把握 ○ ○

  殺菌装置等から排出される臭気の管理 ○ ○

  設備の保守点検・定期検査 ○ ○

  Ｎ２及びＬＰＧ消費設備 ○ ○

　業務用第一種特定製品冷蔵機器及び冷凍機器の定期点検 ○ ○

　灯油ボイラー燃焼時のキシレン・1,2,4－トリメチルベンゼン大気排出 ○ ○

　パソコンのリサイクル化 ○ ○

　小型家電のリサイクル化 ○ ○

　○環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、環境法規制の違反や訴訟は有りません。

　　 今後も、企業コンプライアンスを遵守し、関係当局に相談を仰ぎ、高いレベルで維持するように努めて参ります。

　　 なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去４年間ありません。

　　 食品リサイクル法の遵守状況については、８０％以上を継続しております。

8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結
果，　　　　　　　　　　並びに違反，訴訟の有無

　小型家電リサイクル法 ○

  水質汚濁防止法

  消防法（危険物）

  騒音規制法

　振動規制法

  大気汚染防止法

  浄化槽法

  高圧ガス保安法

　フロン排出抑制法

　ＰＲＴＲ法

　リサイクル法

  悪臭防止法

  省エネルギー法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

  廃棄物処理法

本社及
び各営

○

○

適用される法規制

  食品リサイクル法

○

○

－

－

－

－

－

－

－

－

○

○
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緊急事態の対応訓練

火災 ①　全従業員対象で実施

地震

救護活動 ②　防災（避難）訓練のシナリオを事前に作成し

　　全員で共有化し、手順を周知する

③　人名救助第一で速やかに避難場所へ移動

④　開催は火災想定・地震想定で各1回／年

⑤　訓練内容を評価し、不具合の改善を行う

環境活動の記録

地域美化 ①地域清掃

　　工場周辺道路の清掃活動（滋賀）

「結城地域美化パートナーシップ事業」参加（茨城）

CO2削減 ➁ソーラーパネル取付(茨城)

節水 ③まとめ生産にて洗浄水削減（滋賀、茨城） ・生販会議開催し、効率化を全社取組み実施

・ＢＣＰマニュアルの確認

・緊急処置（灯油・高圧ガス等）訓練手順の教育

 手順の見直し

主な取り組み

・毎月、幹部職15名にて周辺道路500mをゴミ回収

・年末、工業団地周辺道路５ｋｍのゴミを回収

・毎週、工場周辺道路200mのゴミ回収

・出荷ヤードへのソーラーパネル取付

9.緊急事態の対応訓練及び環境活動

想定する
緊急事態

活動の
種類

訓練内容

活動の内容

主な取り組み

・通報訓練、避難誘導、救護訓練、緊急処置訓練

（火災時の役割分担表に順ずる）

・消火器具の操作訓練実施（初期消火活動）

・各工程ごとの防災具で対応（誘導灯、担架）

消火栓操法訓練 大阪10月 地震想定避難 滋賀6月 消火器操法訓練 茨城6月

茨城地域美化活動 12 茨城ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ設置 2

2022年度環境経営レポート
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実施日：

☑ 変更なし □ 変更あり

☑ 変更なし □ 変更あり実績を踏まえて見直すこと

☑ 変更なし □ 変更あり

　　2022年度は、ウクライナ戦争の影響により、燃料費が高騰し、生産部門には大きな打撃となった。
自社工場生産量は前年同等であったが、新たな設備稼働（茨城殺菌機）や、エネルギー消費を伴う製品群（カ
レー等）の需要が高くなり、LPG、灯油の使用量増加し、ＣＯ２排出削減取組みの効果が見られなかった。
　2023年度は、殺菌設備の省エネ機器の導入を含め、省エネに繋がる取組を実行しており、早期実現に繋げ
る。
　また、廃棄物は前年度より改善されてるものの、工程要因（品質異常、不適合）の発生が多い為、2023年度
は10%削減を目標に取組を実施しており、実現に向けた取組を実行する。
　滋賀工場は殺菌・粉砕工場の設備老朽化が顕在化しており、CO2排出削減計画を盛り込み、2026年度稼働
に向けて検討を進める。　一方、全社的には、急激な為替変動による円安にシフトした為、原料を輸入に頼る当社の経営にとっては、厳
しい状況であった。さらに長引く戦争の影響もあり、エネルギーコストの上昇が顕著で、電力・ユーティリティーコ
ストの上昇、流通経費の増大で２重の困難に陥った。しかしながら、コロナ影響から回復したことで、主要製品
生産量は協力工場品を中心に対前年２０％増と好調であった。他方、その影響により廃棄数量も増えており、
自社工場での廃棄物処理が負担となった。まだ、食品廃棄については顕著な改善には至っていないが、環境
対応には積極的に取り組み成果も出つつある。
廃棄物削減について成果を出すこと。環境に配慮しつつ、コストダウンにも積極的に取り組むことを要望する。
老朽化が著しい工場・設備については、更新を適時実施し、ＫＳＳＶ含めた３工場での最適生産体制構築を目
指すこと。

2023年6月28日

10.代表者による全体の評価と見直し・指示

2022年度環境経営レポート
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